
【書式例 5-3】

令和３年度 指定管理者点検結果

■「総合評価」の評価基準

Ｓ（優 良） 次の３項目の評価結果が全てＡ以上であり、かつＳが２つ以上である。

Ａ（良 好） 次の３項目の評価結果が全てＡ以上である。

Ｂ（課題含） 次の３項目の評価結果にＢが含まれている。

Ｃ（要改善） 次の３項目の評価結果にＣが含まれている。

施 設 名 都市公園及び深山センターハウス

所 在 地 市内一円

指 定 管 理 者

名 称 公益財団法人 玉野市公園緑化協会

代表者 理事長 山上 誠二

住 所 玉野市田井２丁目４４９０番地

指 定 期 間 令和３年４月１日 ～ 令和６年３月３１日（ ３年間）

担 当 部 課

建設部 都市計画課

電 話 0863-32-5538

E-mail toshikeikaku@city.tamano.lg.jp

評 価 内 容 の 総 括 総 合 評 価

・都市公園及び深山センターハウスの管理に関する基本協定書、仕様書の規定に基づ

き、指定管理業務の点検を行った。

・指定管理者制度の目的である利用者へのサービス向上を図る一方で、経費の節減に

も努めていた。

・利用者が安心して親しみをもって利用できる公園の管理運営を行うため、職員の専

門性等、資質の向上が図られていた。

・深山公園をはじめ、市内１４７箇所の公園緑地に対する市民ニーズに的確に対応す

るため、関係機関との連携を図っていることを確認した。

・深山センターハウスの管理においては、常に、利用者が安全快適に利用できるよう

清掃及び施設・設備の保守点検に努めていた。

・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、公園利用者の安全を考慮しつつ、イベ

ントの変更も柔軟に対応しながら、市民のニーズにあった公園管理に努めていた。

Ａ

mailto:toshikeikaku@city.tamano.lg.jp


■「評価結果」の評価基準

Ｓ（優 良） 協定書等の基準を遵守し、その水準よりも優れた内容である。

Ａ（良 好） 協定書等の基準を遵守し、その水準に概ね沿った内容である。

Ｂ（課題含） 協定書等の基準を概ね遵守しているが、内容の一部に課題がある。

Ｃ（要改善） 協定書等の基準が遵守されておらず、改善が必要な内容である。

① 業 務 の 実 施 状 況 評 価 結 果

【適切な施設管理の履行】

・市内の公園施設は、幅広い年代の不特定多数が利用することから常に誰もが安心

して利用できるよう徹底した施設の維持管理が行われていた。

・地元コミュニティ等と連携し公園の安全性の確保に努めていた。

【法令等の遵守】

・施設の管理運営、職員の労務管理等、関係法令に基づき業務全般を実施していた。

【安全性の確保】

・公園施設の定期的な点検・監視により整備不良箇所の早期発見と修繕に努めてい

た。

【財産の適切な管理】

・所有する施設、備品について、台帳等により適正な管理を行っていた。

・基本財産(資本金）については、確実かつ有利な方法で保管されていた。

【利用状況】

・深山公園の入園者については、新型コロナウイルス感染症の影響が長期化してい

る中、屋内よりも屋外が好まれる傾向にあることから、増加傾向であった。

・深山公園内の有料施設であるイギリス庭園、ドッグランコーナー等については、

前年度よりやや減少した。一方、研修室については新型コロナウイルス感染症の

影響による使用中止等により大きく減少している。

【コスト削減への方策】

・施設管理に当たっては、技術経験者の活用を図り、直営作業と業者委託、さらに

ボランティアの活用などにより、効率的な業務の推進と経費の節減に努めている。

Ａ

② サ ー ビ ス 向 上 へ の 取 り 組 み 評 価 結 果

・利用者に対して公園の魅力を最大限に PRするとともに、公園の美化や安全確保
を図り、憩いと安らぎを求める利用者が安全・安心して利用できるよう、質の高

いサービス提供に努めていた。
Ａ

③ 団 体 の 経 営 状 態 （ 経 営 の 健 全 性 ） 評 価 結 果

・当年度決算による営利を目的としない公益目的事業会計は、単年度収支が黒字で

推移しており、概ね良好な経営状態となっていた。

・収益事業である法人会計についても、単年度収支が黒字となっており概ね良好な

経営状態となっていことを確認した。

Ａ
















